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Netscapeは,米国,日本およびその他の国における米国NetscapeCommunicationsCorp,の商標である｡

日立製作所がひらくSGM+ソリューション

情報化社会の潮流により,企業の目的に合った最適な情報共有の実現が重要になってきた｡日立製作所は,総合技術力を生かして,本格的な

文書電子化ソリューションを提供する｡

近年,インターネットやEC(ElectronicCommerce)の

潮流に乗って,イントラネット(インターネットの企業内

応用)が注目されてきた｡一方,低価格パソコンの普及に

伴い,オフィスでの文書電子化が急速に進んでいる｡

このような情報化社会の下で企業が戦略的経営を実

現するためには,企業の重要な知的財産である文書を最

大限に生かし,個人やグループの情報を企業全体として

組織的･効果的に共有し,活用できるような環境作りが

必要である｡

文書形式の国際規格"SGML(Standard Generalized

MarkupLanguage)”は,情報共有を実現するための基

盤技術の一つであり,情報の共有･伝達･管理を容易に

し,一度作った文書を幾度でも,付加価値を高めながら

二再利用することができるという点で優れている｡

手軽で広範囲な情報共有が可能なイントラネットと,

きめ細かい文書管理機能を持つグループウエアを連携さ

せた統合文書処理環境の下で,SGMLは企業情報システ

ムの構築をより効果的に実現する｡そのため,文書業務

の電子化コンサルティングから文書処理システムの構築

まで,一貫したソリューションを提供する文書電子化ソ

リューションへの期待が高まっている｡
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1.はじめに

近年,インターネットやEC(ElectronicCommerce)な

どの新しい技術の波が次々と情報化社会に押し寄せてき

た｡オフィスではパソコンが急速に普及し,文書の電子

化が進んでいる｡情報化社会の下で戦略的経営を実現す

るためには,企業の重要な知的財産である文書情報を最

大限に生かし,個人やグループの情報を企業全体として

効果的に共有L,活用できるような環境作りが必要で

ある｡

情報共有の課題は,ネットワークを通じて脚寺に情報

を蓄積,検索,表示できる環境基盤を整備するとともに,

オフィスワークの大半を占める文書関連作業の効率向上

を図るこ とである｡SGML(Standard Generalized

Markup Language)1卜5)は,情報共有を実現する基盤技

術の一つである｡

ここでは,企業の目的に合った情報共有の仕組みを構

築するためのSGMLの役割と,日立製作所が提案する文

書電子化ソリューションについて述べる｡

2.情報共有でのSGM+の役割

2.1SGMLとは

従来のように,ワープロやパソコンを利用して現状の

紙の文書を単にディジタル情掛二置き換えるだけでは,

DTD

lENT什Y%structl"段落一国”〉
!ELEMENT日立評論-

(題名,執筆者所嵐章＋)〉
!ELEMENT題名 一0(#PCDATA)
!ELEMENT執筆者-0(#PCDATA)

!ELEMENT所属 -0(#PCDATA)
!EしEMENT章 一0

章タイトル.(%structl;)*,節*)〉

SGMLテキスト

コンピュータで処理しやすい情報とはならない｡情報を

ほかの目的のために流用したり,何回も再利用したり,

異機種間で交換して複合的に活用できる環境作りが要求

される｡

SGMLは,1986年に国際規格(ISO8879)として制定さ

れた,電子的な文書を扱うための記述言語であり,文書

データの多角的な利用と,異機種間での文書交換を目的

とした文書の表現形式である｡最近急速に普及してきた

インターネット上の情報検索システムWWW(World

Wide Web)の文書の表現形式はHTML(Hypertext

MarkupLanguage)であり,HTMLの文書構造はSGML

の文書型定義で記述されている｡また,CALS(Com-

merceatLightSpeed)では,文書規格としてSGMLを

採用している｡

SGMLが文書の国際標準に制定されてから約10年の

歳月が流れており,昨今のWWWやCALSの潮流が追い

風となって,SGMLを効果的に利用できる情報基盤が急

速に整ってきた｡

2.2 SGMLの構成と利用

SGMLでは,文書の記述に先立ち,まず文書構造など

を文書型定義"DTD(DocumentTypeDefinition)''で

宣言する｡SGMLやHTMLが構造化文書と呼ばれるゆえ

んが,ここにある｡SGMLの文書処理を図1に示す｡DTD

で記述する文書構造により,論理的な構成要素(題名,

〈!DOCTYPE日立評論SYSTEM"評論.DTD”)〉
〈日立評論〉

〈題名〉SGMLを利用した情報共有〈/題名〉
〈執筆者〉鍵政秀子〈/執筆者〉
〈所属〉情報･通信開発本部〈/所属〉
〈章〉〈章タイトル〉はじめに〈/童タイトル〉
〈段落〉近亀インターネットやEC(Electronic
〈図id="Photo”〉イメージ

金 歯

SGML文書処理プログラム

体裁情報

日立評論

[題名

c†ontl=ゴシック体

csize=201
執筆者

cfontl=明朝体

csize=101
所属
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(図形など)

染髪

車
レイアウト結果

SGMLを利用した情報共有

鍵政秀子

情報･通信開発本部

1.はじめに

近年,インターネットやEC(Electronic

辞
綴

図1.イメージ

注:略語説明

DTD(DocumentType

De†inition)

図1 SGMLの文書処理
文書構造を定義したDTD

に従って,SGML文書を作

成する｡く題名〉,〈執筆者〉,

く章〉などはタグと呼ばれ,

文書中の論王里的な役割を担

う｡このタグの利用により,

コンピュータでさまぎまな

応用が可能になる｡



SGMLを利用した情報共有 559

執筆者,章,節など)の順序関係や包含関係が表され,要

素の属性も定義される｡

SGML文書を作成する際は,DTDの定義に従って,構

成要素ごとにタグと呼ぶマークを付けて人力していく｡

タグは,く題名〉く執筆者〉〈章〉のように,く〉で囲まれ

た文字列であり,各要素の明確な役割を担う｡コンピュ

ータシステムでは,このタグを手がかりに処理を行う｡

タグは,文書のデータベースの構築や検索を行うとき

にも利川でき,複数の人が共同執筆する場合にも便利で

ある｡タグを利用した揺雁管理も有効である｡このよう

にSGMLは,利用のしかたによって文書の作成･活用･

配布･管理など,さまざまに桐途が広がるのが特徴で

ある｡

2.3 SGMLの適用性とSGM+化の動向

SGMLは,特に,(1)大容量･大規模な文書,(2)保存期

間の長い文書,(3)多目的に活用する文書,(4)広範囲に配

布する文書,(5)改訂頻度の高い文書などへの適用が有効

である｡

SGMLは,欧米から世界中に普及しつつある｡SGML

が注目されたのは,米国国防総省での膨大な技術文書の

電子化と情報共有に使われたのが始まりである｡今では,

米国航空業界･コンピュータ業界･自動車業界での整

備･保守マニュアル,操作マニュアルなどで活発に実用

化されている｡

文書管理

DocumentManager
文書入力

[コ

既存

ファイル

[コ

ワープロソフトウェア

(MS-Word*)

SGMUHTML文書変換支援

Doclnteg｢aConve什er

SGMLエディタ

DOCINTEGRA/SE

文書模索

RTF

など

SGML

HTML

リンク付け

画像

図形

DocumentManager lnfosha｢e/TextSearch

わが国でも,官公庁では特許公報CD-ROM(Compact

Disc Read-Only Memory)や通商産業省の電子図書館

で,航空機･防衛産業･自勤専業界では海外との情報交

換やマニュアル･報告書の電子化などで,SGMLがさま

ざまな分野で利用されつつある｡ISO9000,PL(Product

Liability:製造物責任)法対応の文書処理システムや,膨

大な情報のデータベース化と共有を実現した企業情報シ

ステムの事例も発表されている｡

2.4 SGM+ベースの統合文書処理環境

イントラネットでは,WWWサーバとWWWブラウ

ザの組合せにより,手軽に広い範囲にわたる情報の共有

が実現できる｡一方,企業内情報の活性化と共有を実現

してきたグループウエアは,セキュリティやきめ細かな

ユーザー管理,文書管理の機能が提供できる｡SGMLは,

この両方との親和性が高い｡情報共有システムにとって,

イントラネットとグループウエアを連携させた統合文書

処理環境の下で,SGMLを導入することは効果的であ

る｡これには,情報基盤の整備と同時に,戦略的な企業

のBPR(Business Process Re-engineering)も要求さ

れる｡

3.日立製作所がひらくSGM+ソリューション

日東製作所は,1996年から文書電子化ソリューション

の提供を開始した｡文書業務のコンサルティングから電

文書出力

ワープロソフトウェア

(MS-Word)

印刷処理

SGML文書変換支援
Doclnteg｢aConverter

オンラインドキュメント

作成支援

Dochtegra

BrowserBuild

オンラインブラウザ

DochtegraBrowse｢

WWWブラウザ

[コ

タト部文書

CALS

対Open**

⊂]

[コ

注:略語説明ほか

RTF(RichTextFormat)

*MS-Wordは,米国Microso†t

Corp.の登銀商標である｡

**氾Openは,X/Open

CompanyLimitedの英国

ならびに他の回における

登録商標である｡

⊂::コ(製品)

図2 SGML関連のソフ

トウェア製品とグループ

ウエア

SGML関連のDoc】ntegra

シリーズをはじめとして,

グループウエアなどの製品

群をそろえ,二れらを有機

的に結合して,ユーザーの

多様なニーズにこたえて

いる｡
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子化文書設計,文書処理･管理システムの設計,構築ま

で一貫した文書管理のソリューションを提供する｡

SGML関連のツールやグループウエアなどの製品群を

そろえ,これらを有機的に結合してユーザーニーズにこ

たえている｡

3.1SGML関連ソフトウェア製品とグループウエア

多様なニーズにこたえるためのソフトウェア製品群を

図2に示す｡

文書入力系では,身近にある,例えばMS-Wordのテン

プレート機能を用いて文書を作成すると,きめ細かい

スタイル付けが可能である｡このスタイルを手がかりに,

SGML/HTML文書変換支援では,文書形式の自動変換

だけでなく,目次の自動生成や章,節単位のHTMLペー

ジ分割,ハイパーリンク付けなどが行える｡

文書管理･検索系では,文書の蓄積だけでなく,履歴

やセキュリティの管理,全文検索が可能である｡

文書出力時には,印刷のほかに,オンラインブラウザ

での閲覧やCD-ROM出版,インターネットによる情報発

信を可能にする｡

3.2 電機業界での適用事例

日立製作所は,企業内情報共有のインフラストラクチ

ャーとしてSGMLの適用を推進している｡

3.2.1営業担当者･エンジニア向け技術情報提供サービス

営業担当者やエンジニアが技術情報を迅速に正確に入

ねらい

･営業･エンジニアヘの
技術情報の迅速な伝達

･営業･エンジニアヘの
提案資料などの素材提供

運用イメージ

文書作成

壷】

%

MS-Word

テンプレート利用

作成書肝ヨ

18

効果

手できることは,顧客へのサービス,品質の向上につな

がる｡これを実現したのが,営業担当者･エンジニア向

け技術情報のイントラネット共有である｡このシステム

の概要を図3に示す｡

システムのねらいは,技術情報の迅速な伝達と,提案

資料などの素材提供にある｡利用者は,WWWブラウザ

で技術情報を検索,閲覧した後,必要なデータをダウン

ロードして再利用することができる｡

3.2.2 SGM+ペースの電子マニュアル作成システム

大量の文書を扱って製品マニュアルを執筆する部門向

けの電子出版環境を構築した｡ソフトウェア製品での電

子マニュアル作成システムの概要を図4に示す｡SGML

の採用により,次のような効果が得られる｡

(1)目次･索引自動作成やデータベースによる再利用･

履歴管理が可能となり,作成効率･品質向上が図れる｡

(2)CD-ROMマニュアル出版やインターネットによる

サービスなど,新ビジネスヘの展開の可能性が開ける｡

3.3 医薬品業界での提案事例

厚生省が新薬申請審査の電子化を決定したことを機

に,医薬品業界メーカーでは新たな企業情報システムを

構築しつつある｡特に注目すべきことは,申請書類の記

述言語としてHTMLが採用されたことである｡将来的に

はSGMLを採用する可台劉生もある｡

この動きを踏まえて日立製作所は,医薬品業界向けの

利用部門:･営業･エンジニアの業務効率の向上

･情報共有による提案力の強化

作成部門:･文書作成の業務効率の向上

[テンプレート利用,HTMし(SGML)変換の自動化】

HTML変換

=

圏

WWW

サーバ登含量

Document

Mana!Ier

匪習
匡妻]

二次利用

WWW

HTML

(SGML)

コンバータ

再利用

二〓

二〓

b仁

支援部門

登手蔓

DB

Document

Mana9er

MS-Word

文書加工

印刷

ハイパーテキスト検索,
ダウンロード

顧客

提出

利用部門

図3 営業担当者･エン

ジニア向け技術情報の

イントラネット共有

技術情報の迅速な伝達

と,提案資料などの素材提

供を匡lったシステムによ

り,営業担当者やエンジニ

アはWWWブラウザで検索,

閲覧した後,必要なデータ

をダウンロードして再利用

することができる｡
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導入の効果

撥

補

給

マニュアル開発の効率向上

日次･索引の自動作成

ページチェックの自動化

シングルソース,マルチメディア

ゆ工期短縮

療慧芸富士と
蝉情報共有実現

一つのソースデータ(SGML文書)から
紙マニュアル,電子マニュアルを作成

利用環境イメージ

Doclnte.9ra Browser
はじ′)lこ

｡ノ士効■⊥√■什l←.‾り

CD-ROMビューア

(多フCD-ROM

MS-Word

テンプレート

初期大量

入力
→

DOCINT巨GRAノSE

(SGMLエディタ)

作図

Doclnte!I｢a

Convener

(SGML変換)

更新

-●-

文書データベース

SGML

テキスト

画像データ

∠亘7
画面

スタイル

印刷

スタイル

-●-

-･■-

一+■-

Dochtegra

BrowserBuild

(CD-ROM作成)

DTP

ソフトウエア

Doclnteg｢a

Converter

(HTML変換)

印刷

→･傘
HTML

-･●-

WWW

ブラウザ

インターネット

統合文書管理として電子化申請システム"CANDA

(Computer-AssistedNewDrugApplication)”を提案

してきた｡

CANDAシステムの全体構想を図5に示す｡このシス

テムにより,研究から市販後調査までの各部門を連携し

た,申請関連データの本格的な情報共有を実現すること

社内統合ドキュメントマネジメントシステム構築を目指して

･各部門の社内原データDBと提出データDBの管二哩

･各部門間の情朝交換と情報開示

･データ保全性(生データから提出データまでの一貫性)の確保

)毎
外
当
局

厚
生
少
目

(
海
外
)
提
携
先

図4 SGMLベースの電

子マニュアル作成システム

SGMLの採用によってマ

ニュアルの品質･開発効率

の向上を図ったシステムで

ある｡目次･索引の自動生

成や,データベース化によ

る再利用･履歴管理が可能

となり,CD-ROM出版やイ

ンターネットによるサービ

スが実現できる｡

ができる｡波及効果として,海外当局や提携先とのスム

ーズな電子情報交換も実現する｡申請部門でのシステム

利用例を図6に示す｡申請部門では,まずテンプレート

に従って作成した申請概要書を,SGMLに変換して原文

管理データベースに登録する｡次に製本業者に製本を依

頼するとともに,厚生省指定のHTMLに自動変換してハ

【国際部門】

提供情報DB

ヽ■

社内開示
【研究部門】←孟霊桝ニング

WWWサーバ 研究報告DB

◆薬物動啓LIMS

◆岩沼寸応安全性

◆製剤安定性LIMS

ヽ

【薬事部門】

厚生省提出DB申請文書DB

J

【開発部門】/

総括驚ほか◆GCP対応業務醐

◆症例管理解析

鷲㌫諾面◆詣芸冨帖

◆症例管理解析

注:略語説明

UMS(Laboratorylnbrmation

ManagementSystem)

GLP(GoodLaboratory

Practice;医薬品の非臨床

試験の実施に関する基準)

GCP(GoodClinicalPractice;

医薬品の臨床試験の実施に

関する基準)

GPMSP(GoodPost州arketing

SuⅣeillancePractice:医

薬品の市販後調査の実施に

関する基準)

図5 CANDAシステムの

全体構想

"CANDA”では,研究から

市販後調査までの各部門を

連携した,本格的な情幸辰共

有が実現できる｡
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【申請部門】

②申請文書作成

監
〔D読み込み

(事変換･登鐘

(むブラウザでの確認

桓)製本依頼

団
(SGML)

テンプレート

(MS-Word)

原文管理DB

(SGML)
⑤変換

HTML化

ハイパーリンク

厚生省提出

原本管理D日

(HTML)

⑦修飾

HTML編集(審査官,

調査会委員向け見やすさ)

R∈ADME.TXT

INSTALL.∈×E

環境記述.TXT

⑧環境データ付加

⑨CD-ROM作成

【製本業者】
編集･製本 ⑲CD-ROMプレス

(ラベル印刷,

パッケージング)

CD-ROM化

概要書

イパーリンク付けする｡最後にHTML文書に環境データ

を付加してCD-ROMに焼き付け,概要書を添えて厚生省

に提出する｡

CANDAにより,当面の厚生省への電子化申請に対応

することができるとともに,申請資料全体の電子化を実

現する社内情報基盤が確立できるものと考える｡

4.おわりに

ここでは,SGMLを利用した情報共有の実現と,日立

製作所が提案する文書電子化ソリューションについて述

べた｡

情報化社会で企業が戦略的経営を実現するためには,

知的財産である文書情報を最大限に生かし,個人中心の

文書作成から組織的共有･活用への展開を図ることが急

務である｡

今後も,日jヒ製作所の総合技術力を生かして,ユーザー

指向の本格的な電子化ソリューションを提供し,企業の

目的に合った最適な情報共有の実現を目指していく考え

である｡
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